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土 壌 中で の エ チ レン発 生 が 大 豆 根 及 び 根粒 に及 ぼ す 影 響
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1 は じ め に

エチレンは高等植物の正常な代謝物として生成し,植物
の成長に対して微量で極めて多様な生理作用を示す植物ホ

ルモンである。また,土壌を湛水し嫌気的条件下におくと,
‐チレンが生成されることが見出されている。そこで,エ

チレンの大豆地下部への影響を検討した。

2試 験 方 法

灰色低地土及び多湿黒ボク上の風乾± 50夕 を100記の三

角フラスコに入れ,最大容水量の05,10,25,50,75,
100%の水を添加し十分に混和して密閉し,20℃及び30℃

の恒温で培養した。 3日 後に発生 したエチレンをガスクロ

マトグラフ法により測定した。

1週間培養した後,三角フラスコ内の気体を置換し,土
壌水分が最大容水量の50%以下の区について75%になるよ

うに水を添加して再び30℃で 3日間培養し,生成したエチ

レンを測定した。

開花期前の大豆の根及び根粒を分離して容器に密閉し,

容器内の濃度が 0,01,1,10,loopに なるようにエチ
レンを添加し,呼吸によって発生 したC02をガスクロマ

トグラフ法により測定し,根及び根粒の呼吸量を調べた。

開花期前の大豆を図 1に示すようにセットし,容器内で
エチレンを循環させながら, 2日 間培養した。培養終了後

根及び根粒を分離し,呼吸によって発生 したC02を測定

することにより呼吸量を求めた。

3 結果及び考察

Smith Russellの報告では,湿潤土壌を密封条件下に

おくと土壌中にエテレンが発生 し, 3日 間で約10脚に高ま

り,13日間で約20四に達するとしている
2)。 このことから

,

土壌中に発生 したエチレンにより大豆の根及び根粒に何ら

かの影響力ゞ出る可能性がある。

図 2及び図 3に示すとおり,水の添加量が最大容水量の

水 分 量 (最大容水量にたいする比率 )

図 2 灰色低地土における水添加量と
エチレン発生量との関係

図 3 多湿黒ボク土における水添加量と
エチレン発生量との関係
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図 1 大豆地下部のガス処理容器

-171-



東 北 農 業 研 究 第 41号 (1988)

75%ま では,土壌及び培養温度の違いに関係なく,水分の

増加に従ってエチレンの発生量が増加したが,最大容水量
の水分量では逆に低下し,土壌水分力浸 大容水量の75%付

近でエチレンの発生量が最大となった。灰色低地上の多湿

黒ボク土を比較した場合,エテレンの発生量は灰色低地土

のほうが約 2倍ほど多く,エ テレンの影響が大きい可能性

がある。エチレンの発生は土壌微生物が関与していると考

えられ
1),動

速度論的温度依存性があると思われる。

30℃での倍養に比べ20℃ではエチレンの発生量は,灰色低

地上で47%,多湿黒ボク土で37%であった。風乾上に水を

加えるとエチレンが発生するか,エテレンの発生がおさま

つたころに再び水を加えた場合,図 4に示したとおり,水
を再添加する前の土壌水分が最大容水量の10%以上であっ

た場合はエチレンの発生は顕著ではなかった。しかし,土

壌水分がそれを下回る場合は顕著なエチレンの発生が観測

された。このことから,エ チレンの発生の条件としては土

壌水分が最大容水量の10%を下回るくらいに乾燥すること

力必要であると考えられた。したがって,実際の固場では ,
土壌が乾燥し,地温が上昇したころに上壌水分力漁 激に増

加する等の条件があると,多量のエチレンが発生する可能

性がある。
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図 4 水再添加後における再添加前の水分量と
エテレン発生量との関係

大豆の根に対するエチレンの影響については,根の伸長

抑制 ,根毛及び分岐根の発生促進及び根の肥大化等の報告

がある1)。 大豆σ根及び根粒のエチレン存在下での生理活

性の変化を比呼吸量 (試料の乾物 1夕 当たりの呼吸量 )の

変化でみた結果は図 5に示すとおり, 0～ 100脚のエチレ

ン濃度で顕著な変化はなかった。

大豆の地下部を48時間エチレンに曝した後の根及び根粒

の比呼吸量とエチレン濃度との関係を図 6に示した。根の

場合はエテレン濃度が50脚程度までの条件下では,ほとん

ど影響はないと考えられた。しかし,根粒の比呼吸量はエ

チレン濃度の上昇に従って低下し,対照に比べ,SPで76
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図 5 エチレン濃度とエチレン存在下での
根 根粒の比呼吸量との関係

インキ ュベーション時のエチレン存在量‖

図 6 地下部エチレン処理期間中のエチレン濃度
と根 .根粒の比呼吸量との関係

%,50卿で59%に低下した。このことから,根粒が長時間
エチレンに曝された場合,呼吸量の低下などの生理活性の

低下が懸念される。圃場において,土壌の乾燥後,降雨或

いは灌概等により,急激に土壌水分が増加した場合,発生

したエテレンが土壌中に拡散せずに滞留し,窒素固定量及

び根粒着生量力減少するなどの影響が心配される。しかし,

現実の圃陽条件下で土壌中にどの程度のエテレンが発生し,

どの程度滞留するかについては今後更に研究する必要があ

る。
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